
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
27
年
の
新
春
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
に
お
い

て
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
15
年

ぶ
り
に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
景
気
は
回

復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
効
果
を
地
方
で
は
実
感
で
き
る

状
況
で
は
無
く
、
４
月
の
消
費
税
８
％
増

税
な
ど
、
市
民
生
活
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
人
口
減
少
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
大
都
市
と
地
方
の
格
差
が
注
目
さ

れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
高
萩
市
は
市
制
施
行
60
周

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
60
年
を

節
目
と
し
市
政
発
展
の
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
３
月
２
日
に
市
長
に
就
任

を
致
し
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で
10
ヵ
月

が
経
過
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
「
市
民
の
た
め
に
、
市
民
と
と

も
に
」
を
基
本
理
念
と
し
、「
安
全
な
街

づ
く
り
」「
安
心
な
街
づ
く
り
」「
活
力
あ

る
街
づ
く
り
」
を
柱
と
し
て
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
震
災
か
ら
の
復
興

が
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
小
中
学
校
の
耐

震
化
、
津
波
に
対
応
す
る
避
難
階
段
の
整

備
、戸
別
受
信
機
の
配
備
地
域
の
拡
大
や
、

高
萩
市
総
合
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う

ほ
か
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
着
手

し
、
災
害
時
の
避
難
や
緊
急
輸
送
道
路
の

確
保
等
、
市
民
の
安
全
安
心
確
保
に
向
け

た
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
庁

舎
は
、
現
在
基
本
設
計
の
段
階
に
あ
り
、

今
後
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
庁
舎
と
な

る
よ
う
、
建
設
に
向
け
事
業
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人

口
減
少
問
題
は
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
も

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
事
か
ら
、
就
任

後
直
ち
に
、
出
会
い
・
結
婚
・
妊
娠
出
産
・

子
育
て
の
各
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
総
合
的
な

支
援
策
を
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
の
際
に
は
地
域
の
絆
の
重

要
性
を
実
感
し
た
一
方
、
生
活
の
多
様
化

や
高
齢
化
等
に
よ
り
、
地
域
の
連
帯
感
が

希
薄
化
し
て
い
る
事
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
現
在
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
構
築
に
向
け
た
指
針
作
り
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
力
、
市
民

力
が
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

真
の
復
興
は
、
震
災
以
前
よ
り
活
力
あ

る
街
と
す
る
事
で
あ
り
、
市
民
が
心
の
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
事
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整

え
、企
業
誘
致
に
よ
り
働
く
場
を
確
保
し
、

さ
ら
に
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
拠
点
事
業
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
等
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ

た
、
住
み
続
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
昨
年
11
月
に
地
方
創
生
関

連
法
案
が
成
立
し
、
地
方
が
自
ら
考
え
、

責
任
を
も
っ
て
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に

地
域
の
力
を
示
す
時
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
を
、
高
萩
市
創
生
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
位
置
付
け
、
愛
す
る
郷
土
高
萩
の
た

め
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
、

人
脈
を
最
大
限
活
か
し
、
責
任
あ
る
行
政

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
未

来
に
希
望
の
持
て
る
高
萩
を
創
っ
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

高萩市長
小田木 真代

高萩市創生のスタートの年に

年頭のごあいさつ 未
謹
賀

　
新
年
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30
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総合防災訓練を実施

市
制
施
行
60
周
年
祝
う　

記
念
式
典
開
催

　

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
総
合
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
、
市
民
、
自
主
防
災
組

織
、
警
察
官
、
市
消
防
団
、
市
職
員
な

ど
約
８
５
０
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。
訓
練
は
大

雨
特
別
警
報
や
高
潮
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
た
と
想
定
。
参
加
者
は
避
難
場
所

ま
で
の
経
路
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
秋
山
小
学

校
で
は
、
初
期
消
火
訓
練
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
、
煙
体
験
な
ど
の
ほ
か
、
炊
き
出
し

の
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
小
田
木

市
長
は
「
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る

の
か
を
確
認
し
、
自
身
の
防
災
に
活
か

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
地
域
の
中
で

声
を
掛
け
合
っ
て
災
害
に
備
え
て
ほ
し

い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
岸

部
の
東
小
学
校
、
高
萩
中
学
校
、
市
営

住
宅
で
は
、
津
波
避
難
階
段
で
、
津
波

や
高
潮
の
際
に
備
え
解
錠
訓
練
や
集
団

で
屋
上
ま
で
上
る
際
の
時
間
を
確
認
す

る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
高
萩
市
で
は

沿
岸
部
に
津
波
避
難
階
段
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
来
年
度
ま
で
に
全
10
ヶ
所
完
成

す
る
予
定
で
す
。

　

60
周
年
記
念
式
典
で
、
産
経
新

聞
厚
生
文
化
事
業
団
理
事
長
の
平

田
篤
州
さ
ん
が
４
人
目
の
高
萩
大

使
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
高
萩
大

使
と
は
、
高
萩
市
に
縁
が
あ
り
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
で

市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
お
り
ま
す
。
平
田
さ
ん
は
少
年

時
代
を
高
萩
市
で
育
ち
、
大
学
卒

業
後
、
産
経
新
聞
社
に
入
社
。
政

治
部
デ
ス
ク
、
論
説
委
員
、
東
京

本
社
社
会
部
長
、
産
経
新
聞
社
東

京
執
行
役
員
総
合
企
画
室
室
長
等

を
歴
任
。
ま
た
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
日

曜
夜
の
情
報
番
組
「
Ｍ
ｒ
．
サ
ン

デ
ー
」
や 

朝
の
情
報
番
組
「
と

く
ダ
ネ
！
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
10
月
か
ら
現
職
の

社
会
福
祉
法
人
産
経
新
聞
厚
生
文

化
事
業
団
理
事
長
。
福
祉
の
現
場

を
応
援
し
、
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る
季
刊
誌
「
渚
の
風
」
を

創
刊
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動

を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

新
高
萩
大
使
に
平
田
篤あ

つ

く

に州
氏

　

高
萩
市
の
市
制
施
行
60
周
年
を
記

念
す
る
式
典
が
11
月
23
日
、
文
化
会

館
で
開
か
れ
、
市
民
、
県
内
外
市
町

村
長
、
関
係
者
ら
約
６
０
０
人
が
こ

の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
式
辞
で
小

田
木
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
60
年
を

振
り
返
り
、
先
人
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
安
全
安
心
な
街
づ
く

り
を
目
指
し
、
責
任
あ
る
行
政
に
取

り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
功
労
者
へ
感
謝
状
を
贈

呈
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ン

チ
佐
藤
氏
に
よ
る
講
演
や
、フ
ラ
ガ
ー

ル
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
盛
ん
に

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新高萩大使　平田篤州氏（右）

式辞を述べる小田木市長

特別講演　パンチ佐藤氏

はぎまろダンス上映

フラガールによる演舞

萩っ子作文発表

市政功労者感謝状贈呈
　（順不同・敬称略）

１　特別市政功労 佐川 倩
せんがい

崖（物故）
２　市政功労
　飯能市友好都市交流委員会
　飯能市自治会連合会
　震災復興元気市実行委員会
　飯能市観光協会
　角館の観光行事実行委員会
　新庄市青少年育成推進員会
　多賀医師会
　高萩薬剤師会
　高萩ライオンズクラブ
　高萩ロータリークラブ
　上田 良三
　金木秀鳳カラオケ会
　株式会社飯塚電機工業
　高萩市高校生会

萩っ子作品表彰
（順不同・敬称略）

　「市制施行 60 周年記念高萩の未来」
　絵画作品展
　市長賞
　　松岡中１年　小野迅人
　　秋山小２年　渡部柊
　　秋山小２年　宇佐美悠生
　アイ・ラブ・高萩萩っ子作文コンクール 
　市長賞
　　松岡小５年　永沼日子　
　　高萩小５年　小川花佳　
　教育長賞
　　秋山小５年　佐々木武斗　
　　君田小５年　秋山李香

飯能市表彰団体
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